
道徳授業地区公開講座 
 ５月 24日（土）に学校公開とあわせて道徳授業地区公開講座を実施しました。２時間目は各学年で道徳 

授業を行い、その後体育館で東京音楽大学教育課程課の森岡耕平先生による「豊かな心を育む道徳科の授

業を考える」というテーマの講演会を行いました。 

 以下に、講演会の内容を紹介します。各ご家庭でも道徳授業に関心をもち、お子様と話し合うきっかけに 

していただければ幸いです。 

 

講演会 「豊かな心を育む道徳科の授業を考える」 

東京音楽大学教職課程課 非常勤講師 森岡耕平先生 

 

 

 

 

 

 

  

豊かな心はどのようなものか 

・心が豊かになることは、心の働きがよくなること。 

・心の働きは、感動的な出来事を体験することでよくなる（大切な人との出会いと別れ、大自然に触れたと 

きなど）。それを疑似的に体験し、考えることができるのが道徳の読み物教材である。 

・道徳は、感動的な出来事を疑似的に体験し、その生き方を支えた考えや気持ち、込められた思いを探る。 

⇒自己を見つめ、より広く、より深く生き方を考えるということを目指している。 

・道徳の目標に出てくる「自己」とは、過去、現在、未来といったこれまでやこれからの自分のことである。

また、その時々の自分を思い出し、見つめるという道徳の時間は、実はとても勇気のいる時間である。 

 

 

道徳では何を学習するのか 

・「知っている」ことを考える時間。「知っている」と思っていたことが、本当はよく知らなかったことに気 

 付く時間。友達との対話、自分の内面との対話を通して様々な価値観に気付く、大切な時間。 

・特定の価値を押し付けず、正解は求めない。こうしなくてはいけないとわかっていても難しいし、失敗し 

てしまうこともある。どのようなことが問題なのかを教材から気付き、向き合う大切な時間。 

・自分という人間を自分でつくっていく力を付ける時間。 

 

学校の道徳の授業だけで豊かな心を育てることは難しいと感じています。ご家庭や地域のご理解とご協 

力が必要です。私たちの教員はたくさんの気付きを得られるように、道徳授業の研究に励みたいと思います。

保護者、地域の方々ありがとうございました。引き続き道徳教育の推進にご理解とご協力ほどよろしくお

願いいたします。 

 

 

保護者、地域の方が思う「豊かな心」とは 

・周りに気を配れること 

・負の感情も含めて受け入れる心 

・分かり合う心 


